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論 文 審 査 結 果 の 要 冒





GWO742添加 により改善 した｡PPAR∂アゴニス トは糖尿病性腎症において､Bc1-6/MCP-1
を介 して炎症を抑制することにより､腎症の進展を抑制すること示 した価値ある業績 と
判断される｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
